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※昭和時代の一番苦しかったと思われるこの時期に皆の知恵がこんな

所にも生かされていたのではないかと思われます。 

 

●戦 後 徐 々 に “ 同 行 田 ” が 廃 止 さ れ て い っ た 主 な 理 由 と し て …       

①耕運機が昭和 28 年、29 年頃よりこの地に初めて導入され初め、機械     

 化が大幅に進み又農業従事者も増えた。 

②肥料等の改良、進歩 

③収穫量増加、米価改善 

④地区(組)の組織体制の確立 

等により“同行田”と呼ばれる田は徐々になくなり各個人(名義)で耕作

されるようになりました。尚今でも別名“寄合い田跡”と呼んでいる田も

あるようです。 

   ※地区の記録帳や年配の方々の話を参考にしています       

2017/2   H,A 

         

 

 


